
 

 

      【確保策におけるモデルケースの設定】 

（１）幼保連携型認定こども園 

 ■北部 

利用定員数（計１２６人） 

年齢 定員（必要な保育教諭数、面積） 年齢区分定員 

０歳児 １２人 （４人、３９.６㎡） １２人 

１歳児 １２人 （３人、３９.６㎡） 
２４人 

２歳児 １２人 （２人、２３.７６㎡） 

３歳児 
３０人 

(うち２号 18 人) 
（２人、５９.４㎡） 

９０人 
（１号36人、 
2 号 54人） 

４歳児 
３０人 

(うち２号 18 人) 
（１人、５９.４㎡） 

５歳児 
３０人 

(うち２号 18 人) 
（１人、５９.４㎡） 

合計 １２６人 （1３人、281.16㎡） １２６人 

 

■南部（１号認定を拡大） 

利用定員数（計１２６人） 

年齢 定員（必要な保育教諭数、面積） 年齢区分定員 

０歳児 １２人 （４人、３９.６㎡） １２人 

１歳児 １２人 （３人、３９.６㎡） 
２４人 

２歳児 １２人 （２人、２３.７６㎡） 

３歳児 
３０人 

(うち２号 14 人) 
（２人、５９.４㎡） 

９０人 
（１号48人、 
2 号 42人） 

４歳児 
３０人 

(うち２号 14 人) 
（１人、５９.４㎡） 

５歳児 
３０人 

(うち２号 14 人) 
（１人、５９.４㎡） 

合計 １２６人 （1３人、281.16㎡） １２６人 

※ 利用定員数は、０～２歳児は保育士配置基準（１歳児は５：１）、 
３～５歳児は保育教諭配置基準（３歳児２０：１、４～５歳児３０ 
：１）を考慮して設定 

 
 （２）認可保育園 

利用定員数（計１１１人） 

年齢 定員（必要な保育士数、面積） 年齢区分定員 

０歳児 ９人 （３人、２９.７㎡） ９人 

１歳児 １２人 （３人、３９.６㎡） 
２７人 

２歳児 １５人 （３人、２９.７㎡） 

３歳児 ２５人 （２人、４９.５㎡） 

７５人 ４歳児 ２５人 （１人、４９.５㎡） 

５歳児 ２５人 （１人、４９.５㎡） 

合計 １１１人 （1３人、247.5㎡） １１１人 

   ※ 利用定員数は、保育士配置基準等を考慮して設定（１歳児は５：１） 
 
（３）小規模保育所（Ａ・Ｂ型） 

利用定員数（計１９人） 

年齢 定員（必要な保育士数、面積） 年齢区分定員 

０歳児 ６人 （２人、１９.８㎡） ６人 

１歳児 ６人 （２人、１９.８㎡） 
１３人 

２歳児 ７人 （２人、１３.８６㎡） 

合計 １９人 （６人、５３.４６㎡） １９人 

※ 利用定員数は、保育士配置基準等を考慮して設定（１歳児は５：１） 

【前提事項】 

○ 確保量については、別紙「量の見込みの考え方」のとおりとする。※認可保育所から認定こども園への移行（想定）を反映した後の数値 

○ 本資料で示す確保策は、確保量に対して、すべて新設により充足するものとして算出している。 

○ 認可保育所から認定こども園の移行により、認定こども園の確保量は、ほぼ充足することができたことを踏まえ、新設する施設は、次の基

準により選定する。 

① 認定こども園の新設は、幼保連携型認定こども園とし、区北部に１園、区南部に２園（※）を整備する。なお、幼稚園（１号認定）の確

保量は、認定こども園により充足させる。 

  ※ 幼保連携型認定こども園の新設に当たっては、園庭面積の確保（400 ㎡以上）など厳しい基準があるため、幼稚園の確保量を基準

（１号認定のニーズには認定こども園のみが対応可能となるため）として整備数を算出する。 

② 上記①で不足する確保量については、ニーズに従い認可保育所の整備により充足する。 

③ そのほか、地域のスペースや可能な限り余剰定員を生じさせないことなどを考慮して、小規模保育所も整備する。 

 

【確保量のイメージ】 

◎区北部 

施設区分 
認定 

区分 
年齢 必要確保量（Ａ） 

年齢別 

モデル数（Ｂ） 

整備基準 

（Ａ）／（Ｂ） 
整備数 

確保量 

(Ｃ) 

増減 

（Ｃ）－（Ａ） 

① 

認定こども園 

３号 
０歳 36 人 12 人 

１ １ 

12 人 －24 人 

１～２歳 －206 人 24 人 24 人 230 人 

２号 ３～５歳 －125 人 54 人 54 人 179 人 

１号 ３～５歳 35 人 36 人 36 人 1 人 

② 

小規模保育所 
３号 

０歳 24 人 ６人 4 
4 

24 人 0 人 

１～２歳 ―230 人 13 人 ０ 52 人 282 人 
 

◎区南部 

施設区分 
認定 

区分 
年齢 必要確保量（Ａ） 

年齢別 

モデル数（Ｂ） 

整備基準 

（Ａ）／（Ｂ） 
整備数 

確保量 

(Ｃ) 

増減 

（Ｃ）－（Ａ） 

① 

認定こども園 

３号 
０歳 101 人 12 人 

２ ２ 

24 人 －77 人 

１～２歳 171 人 24 人 48 人 －123 人 

２号 ３～５歳 752 人 42 人 84 人 －668 人 

１号 ３～５歳 96 人 48 人 96 人 0 人 

② 

認可保育所 

３号 
０歳 77 人 ９人 8.56 

9 

81 人 4 人 

１～２歳 123 人 27 人 4.56 243 人 120 人 

２号 ３～５歳 668 人 75 人 8.91 675 人 7 人 
 

◎年度別確保量（区全体） 

施設区分 地域等 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 合計 

① 

認定こども園 

区北部 ０園 ０園 ０園 １園 ０園 １園 

区南部 ０園 ０園 １園 ０園 １園 ２園 

合 計 ０園 ０園 １園 １園 １園 ３園 

② 

認可保育所 

区北部 ０所 ０所 ０所 ０所 ０所 ０所 

区南部 １所 ２所 ２所 ２所 2 所 9 所 

合 計 １所 ２所 ２所 ２所 2 所 9 所 

③ 

小規模保育所 

区北部 １所 １所 １所 1 所 ０所 4 所 

区南部 ０所 ０所 ０所 ０所 ０所 ０所 

合 計 １所 １所 １所 1 所 ０所 4 所 

 

確保量のイメージ（認定こども園、認可保育所、小規模保育所） 
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